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「AEDの日」3社合同シンポジウム
AEDを市民の手元に ~20周年に向けて~

【特別講演】14:10 – 14:40

「20周年に向けて ～AEDの展望～」

座長：坂本 哲也 先生 （公立昭和病院 院長）

演者：丸川 征四郎 先生 （吹田徳洲会病院 顧問）

日時 2023年7月31日（月）14:00 – 17:00

開催方式 ZoomによるWeb講演会

https://stryker.zoom.us/s/99449593308?pwd=b3lRUU
VlOTQrOVd0RkI3a2lENEhMQT09

プログラム

※下記URLもしくはQRコードから登録の上、ご参加ください

ミーティング ID: 994 4959 3308 パスコード: 504425 

2004年7月に市民によるAEDの使用が認可され、来年で20周年を迎えます。この間、AEDの販売台数は累
計約120万台を超え、2021年にはオートショックAEDが国内での製造販売を認可されたことによりAEDの
設置台数は一段と増加しております。
先年来、7月1日の「AEDの日」には、業界を挙げてAEDと心肺蘇生法の普及活動に取り組んでまいりまし
たが、今年は「AEDの日」の活動の一環として、「AEDを市民の手元に~20周年に向けて~」をテーマに掲
げ、3社合同の市民シンポジウムを開催いたします。AEDを実際に使用した市民救助者、普及講習の実施
者、AED設置企業など関係する各方面の皆さんへAEDの普及と使用に関わる課題を共有し、今後の活動に
役立てるため、ぜひこの機会にご参加くださいますようお願い申し上げます。

【お問い合わせ先】
日本光電工業株式会社 AED保守受付センタ
TEL: 0120-233-821

※全プログラムは裏面に記載しております。

https://stryker.zoom.us/s/99449593308?pwd=b3lRUUVlOTQrOVd0RkI3a2lENEhMQT09
https://stryker.zoom.us/s/99449593308?pwd=b3lRUUVlOTQrOVd0RkI3a2lENEhMQT09


「AEDの日」3社合同シンポジウム

・プログラム詳細
状況により、時間と内容が変動する可能性がございます。

・参加方法

Zoomにアクセスし、情報を入力することで参加可能となります。

※最初のページで「ミーティングに出席者として参加」を押すようにお願い致します。

参加にあたり（差し支えなければご所属）＋名前とメールアドレスをご記入ください。

ミーティング ID: 994 4959 3308 パスコード: 504425 

https://stryker.zoom.us/s/99449593308?pwd=b3lRUUVlOTQrOVd0RkI3a2lENEhMQT09

チラシ表面のQRコードよりお入り頂くか、下記よりお入りください

開始 終了 内容 登壇者

14:00 14:10 開会挨拶 総合司会：丸川 征四郎先生 吹田徳洲会病院 顧問

14:10 14:40
セッション1（講演）

20周年に向けて ～AEDの展望～
座長：坂本 哲也先生 公立昭和病院 院長
演者：丸川 征四郎先生 吹田徳洲会病院 顧問

14:40 15:10
セッション2（パネル形式）

AED使用経験者から学ぶ

座長：武田 聡先生 東京慈恵会医科大学
救急医学講座 教授

ファシリテータ：畑中 哲生先生
健和会大手町病院
救急科 部長

プレゼンテータ： 2名のAED使用経験者

15:10 15:20 休憩

15:20 15:50
セッション3（講演）
オートショックAEDへの期待

座長：田邉 晴山先生 救急救命東京研修所 教授
演者：田中 秀治先生 国士館大学大学院

救急システム研究科 教授

15:50 16:50

セッション4（シンポ形式）
AEDの使用率を上げるには
①AEDを現場に持ってくるために
②AEDを適切に使用するために
③家庭での突然心停止にできること
④日常点検の課題

座長：菊地 研先生 獨協医科大学病院 救命救急
センター・集中治療室学内教授

ファシリテータ：畑中 哲生先生
健和会大手町病院
救急科 部長

プレゼンテータ： 5名の発表者を予定

16:50 17:00 閉会挨拶 総合司会：丸川征四郎先生 吹田徳洲会病院 顧問
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